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論文内容の要旨

(目的)

SPECT など従来の検査法では複数の血管の血流変化を同時に連続的して測定する事は困難で、ある。超音波ドプラ

血流検査法でも複数血管の同時，連続的な血流速度の計測はなされていなし 3。この研究では 4 本の脳内流入動脈であ

る左右の内頚動脈および椎骨動脈の血流速度を同時に計測する方法を開発した。喫煙の脳血流に及ほす急性効果とし

ては，脳血流が増加するという報告と変化しないとの報告があり，一定の結論は得られていない。また，喫煙中にお

ける内頚動脈，椎骨動脈の 4 本の脳内流入動脈の同時，連続測定についての報告はこれまでなされていなしユ。今回，

喫煙負荷による脳血流と上肢の血流動態についての検討を行った。

(方法)

被験者は，健常男性 4 名である。喫煙には日本製タバコの中でニコチン含量が0.1 mg と最も少ないタバコ(刈とニコ

チン含量が2.1 mg と最も多いタバコ(闘を使用した。喫煙時間は 5 分間とし，ふつうにタノてコを吸うのと同じリズムで

喫煙を行うようにと指示した。 l喫煙開始前 1 分間，喫煙中，喫煙終了後 1 分間の両側内頚，椎骨動脈，一側榛骨動脈

の血流速度，血圧，心拍数，終末呼気炭酸ガス分圧，呼吸数を，同時に連続して測定した。脳血管では連続する各 l

心拍ごとの最高流速の平均値 (AMV) を 1 心拍ず、つ算出し，血流変化を判定するための指標とした。焼骨動脈では血

流変化の指標として，各心拍の収縮期最高流速 (SMV) を用いた。

(成績)

|喫煙後の血圧，心拍数の平均変化率は，わずかな変化ではあるが(A)で減少し(同では増加した。終末呼気炭酸ガス分

圧，呼吸数については， 1 症例以外でl喫煙開始後から減少を認めた。これは，過呼吸状態になっていると考えられた。

流速脈波の不鮮明な血管を除外したところ血流変化を検討できた血管数は， (A)が脳血管12血管と末梢血管 3 血管で(13)

が脳血管101血管と末梢I血管 41血管であった。多くの脳血管では， I喫煙開始後10秒前後にI血流増加が開始し，これは，ニ

コチンがl喫煙開始後 8 秒で脳に到達する報告と矛盾しない。多くの脳血管でI喫煙終了後は20秒後前後で血流減少がみ

られた。次に各脳血管の AMV の 2 血管聞の相関係数を算出したところ，全てのI血管問で統計学的に有意な相関が認
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められた。つまり，各脳血管が相関して変化していることがうかがえた。喫煙による喫煙開始前 1 分間と喫煙開始後

1 分間の AMV， SMV の平均値を統計学的に比較したところ，タバコ (A)では，脳血管は 9 血管で喫煙開始後有意な増

加がみられ， 3 血管で有意差なしであり，榛骨動脈では 2 血管で減少， 1 血管で有意差なしであった。タバコ(闘の脳

血管では全血管で喫煙開始後有意な血流増加をし，榛骨動脈では 2 血管で減少， 2 血管で有意差なしであった。 (A)の

喫煙終了前 1 分間と喫煙終了後 1 分間の AMV， SMV を比較した。脳血管は 9 血管で喫煙終了後有意な血流減少がみ

られ， 1 血管で増加， 2 血管で有意差なしであり，榛骨動脈では 1 血管で血流増加， 2 血管で有意差なしであった。

同様の検討を(B)で行った。脳血管では全血管で喫煙終了後有意な減少がみられ，榛骨動脈では喫煙終了後 3 血管で血

流増加， 1 血管で有意差なしであった。タバコ別に脳動脈を内頚動脈と椎骨動脈に分類し喫煙開始後 1 分間の血流速

度の変化率について検討を行ったが内頚動脈と椎骨動脈問では有意差は認められなかった。ニコチン濃度の異なるタ

バコ間での喫煙開始後 1 分間の AMV の増加率の検討を行った結果， (A)では平均5.0% ， (闘では平均10.5%の増加率

で， P<O.Ol と有意差がみられた。榛骨動脈の SMV の変化率は， (A)では平均一2.2% ， (B)では平均一3.4%であった。

(総括)

喫煙開姶後10秒前後で多くの脳血管で脳血流は増加し，末梢動脈の血流は減少し，喫煙終了後20秒前後で脳血流は滅

少し脳血流は全般的な変化であった。これらは，総合的に判断するとニコチンの薬理作用によるものと考えられたが，

喫煙負荷による脳血流変化はニコチン含量，吸煙の間隔や量，過呼吸による PCOz の減少，個人の反応性などが相互に

作用していると考えられ，このように時間により変化する脳血流，末梢動脈血流を詳細に評価するためにはこの研究

で行った複数血管の連続的，同時測定が必要と考えられた。

論文審査の結果の要旨

超音波 Doppler 血流検査法は，多くの疾患の診断や種々の刺激に対する血流変化の連続的観察などに利用されてお

り，中枢神経系の疾患の診断にも役だっている。左右内頚動脈，左右椎骨動脈の 4 本の脳内流入血管の血流変化を種々

の状況において検討することは，脳循環生理学的に重要であれ脳機能さらには脳血管障害の病態解明に有用な情報

をもたらしうる。しかしながら技術的な困難さもあり，左右 4 本の脳内流入動脈の血流変化を同時に連続的に計測

した報告はこれまでのところなされておらず，同一時期の 4 本の脳内流入動脈の変化についての報告はない。本研究

は，マルチ・ドプラ・システムを使用し， 4 本の脳内流入血管の血流量の変化を同時に測定した最初の報告である。

喫煙負荷を行い，左右内頚動脈，左右椎骨動脈，及びー側榛骨動脈の血流を同時に連続的に計測し，各脳内流入動脈

及び末梢動脈の喫煙開始 1 分間前から喫煙中 5 分間，及び喫煙終了 1 分間後までの詳細な測定を行った。その結果，

喫煙開始直後10秒前後で多くの脳血管で血流は増加し，末梢動脈の血流は減少し，喫煙終了後10秒前後で脳血流は減少

することを明らかにした。さらに，喫煙中， 4 本の脳血管の血流は相関して変動してることを示し，ニコチン含量の

多いタバコの方が脳血流の増加率は高く，脳血流の増加はニコチンの薬理作用によることを明らかにした。本研究に

より示された喫煙による脳血流増加は，ニコチンによる脳代謝賦活の可能性を示唆しており，本研究は非常に興味深

い。時間によって変化する脳血流を評価するためには複数血管の連続的，同時測定が有用と考えられ，脳血流の評価

方法について新たな評価方法とその有用性を示した研究であり，学位授与に値するものと認める。
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